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例 言

1． 本書は，平成元(1989)年8月28日から10月27日にかけて実施した庄原市七塚町

の国営備北丘陵公園第1期事業に係る浅谷山東A地点遺跡の発掘調査報告書である。

2． 発掘調査は，建設省中国地方建設局国営備北丘陵公園工事事務所から委託を受け

て財団法人広島県埋蔵文化財調査センターが実施した。

3． 現地の調査は植田広･藤原彰子が行い，出土遺物の整理，復元，写真撮影，実測，

図面の製図及び本書の執筆，編集は植田が行った。

4． 本書に使用した遺構の表示は, SB:竪穴住居跡・掘立柱建物跡である。

5． 本書に用いた方位は第1図を除きすべて磁北である。

6． 第1図は，建設省国土地理院発行の1 ：50,000の地形図（三次・庄原・上下・上布

野）を使用した。

7． 図版と挿図の遺物番号は同一である。
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第I章 はじめに

浅谷山東A地点遺跡の発掘調査は，国営備北丘陵公園第1期事業に伴うものである。本

事業は，国民の余暇時間の増大に対応し， スポーツやレクリエーション，教養文化活動

を行う場としての総合リゾート施設を整備し，緑豊かな自然環境の中で，中国地方の歴史

や文化にふれ，周辺とのつながりや地域振興を図ることを狙いとして計画された。

建設省中国地方建設局国営備北丘陵公園工事事務所（以下「建設省」という｡）は，国営

備北丘陵公園整備事業区域340haのうち，湖水，圃場等を除く309haについて，昭和61

(1986)年11月13日（第1期事業区域分129ha)及び昭和63年5月11日（第2期事業区

域分180ha)に広島県教育委員会（以下「県教委」という｡)に対し，埋蔵文化財の有無な

らびにその取扱いについて協議した。これを受けて県教委は現地踏査を実施し，第1期事

業区域分については，昭和62年7月14日及び同年11月21日に古墳13基，古墓4基と試

掘調査の必要な箇所が21か所ある旨を回答した。次いで，昭和63年7月4日及び平成元

(1989)年2月15日に，第2期事業区域分について古墳6基，古墓1基と試掘調査の必要な

箇所が14か所ある旨を回答した。以上本事業区域全体で確認した埋蔵文化財は，古墳19

基，古墓5基及び要試掘調査箇所35か所である。そして，昭和62年9月からは，要試掘

調査区域について県教委が試掘調査を順次実施しており，平成元年度までに6か所の試掘

調査が終了した。その結果，新たに浅谷山東A地点遺跡ほか8か所約4.2haの遺跡が確認

されている。

浅谷山東A地点遺跡は，昭和63年11月に試掘調査が実施され，約10,600㎡の遺跡の範

囲が確認された。そして，平成元年度に防災調整池施工のための採取土を確保する目的

で，浅谷山東A地点遺跡の中央部1,000㎡がその採取地として計画されたため，県教委は

建設省と協議を重ねたが，遺跡の現状保存は困難であるとの結論に達した。平成元年2月

20日，県教委は建設省に対し事前に発掘調査を行い記録保存の措置を図るよう通知した。

平成元年1月27日，建設省は財団法人広島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」

という｡)に調査を依頼した。同年8月18日， センターは建設省と委託契約を結び, 8月

28日から10月27日までの約2か月間発掘調査を実施した。

また, 11月18日に庄原市教育委員会と共催で遺跡見学会を開催したところ，約80名の

参加者があった。

最後に，発掘調査にあたっては広島県教育委員会の御指導を得るとともに，建設省中国

地方建設局国営備北丘陵公園工事事務所，庄原市教育委員会，広島県立歴史民俗資料館及
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び地元住民の方々の御協力をいただいた。記して謝意を表したい。

作業風景
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第Ⅱ章 遺跡の立地と歴史的環境

庄原市は，広島県の北東部に位置し，標高1,000m以上の中国脊梁山地の南側に当たり，

庄原盆地を中心に栄えてきた県北第二の都市である。古来，庄原盆地は，陰陽の中間に位

置し，交通上の要衝として発展してきた。

庄原盆地の周辺には，北に標高400～600mの吉備高原面に形成された山塊が連なり，

西には隣接して三次盆地があり，南は標高300m前後の比較的なだらかな低丘陵群が広が

っている。地理的には市域の中央部を西城川（江の川水系）が東西に流れ，盆地の北側に

は西城川の支流である川北川が南に流れ，盆地の南側には標高300m前後で谷水田との比

高差20～70mの低丘陵が広がっており， その丘陵をぬうように馬洗川の支流である本村

川や国兼川が流れている。遺跡が立地する丘陵は，庄原市街地から南西へ約2.5kmの七塚

町と上原町の境界付近に位置する標高約280mの低丘陵である。また，丘陵の両側には細

く延びた谷が樹枝状に見られ，水田となっている。ところで庄原盆地は，各時代の遺跡が

集中している地域でもある。今までは，特に古墳の存在が目立ち，集落跡関係の遺跡につ

いての研究は立ち遅れ気味の傾向にあったが，近年，諸開発に伴って多くの遺跡が調査さ

れ，資料も増加してきた。

次に，本地域における歴史的環境について時代を追って紹介していくことにする。
（1）

旧石器時代の遺跡は，安山岩製の槍先形尖頭器が出土した新庄町小和田遺跡と石英質の
（2）

剥片，石核が出土した高町佐田谷墳墓群がある。若干の資料からその全容を把握する事は

できないが， この時代からすでに当地に人々が生活していた事が窺える。
（3）

縄文時代の遺跡は，早期の土器が出土した新庄町和田原遺跡，川西町笹淵遺跡や前期か
（4）

ら中期の土器が出土した本村町大原1号遺跡などがある。

弥生時代になると，遺跡の数が急激に増加し， これまで50箇所を越える遺跡が確認さ

れている。前期の遺跡は少なく，若干の遺物が土壌内から出土した和田原遺跡，新庄町西
（5） （6）

山遺跡がある。中期の遺跡は，住居跡が確認された大原1号遺跡，山内町隠地上組遺跡，
（7）

濁川町戸の丸山製鉄遺跡や和田原遺跡などが調査されており，該期の住居構造の一端を知

ることができる。また，中期の土器が出土した遺跡としては峰田町大仙遺跡，七塚町蜂原

遺跡がある。後期については，西山遺跡で住居跡が検出されている。
（8）

一方，該期の墳墓としては佐田谷墳墓群や山内町田尻山第1号方形墓が調査されてい

る。両墳墓ともに調査の結果，四隅突出型墳墓であることが判明した。また，多量の土器

が供献されていた。この時期の墳墓の調査例はまだ少ないが， 当時の墓制や文化を考える
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うえで質量ともに重要な資料をもたらしている。

古墳時代になると遺跡の数も更に増加するが， その大半は古墳で，現在のところ約500

基が確認されている。当地域では4世紀代の古墳は確認されておらず,5世紀に入ってから

築造されたものがほとんどである。集落跡は，古墳に比べると確認されている適跡数が少
（9） （10）

なく，新庄町永宗遺跡,小和田遺跡,西山遺跡､三日市町大成遺跡,本村町鍬寄遺鍬
牛乗遺鍬川西町境ケ谷遺縦どがあげられる｡永宗遺跡1号住居跡からは,山陰系の複
合口縁を持つ壺や甑形土器などの大型品が出土しており， この時期には，山陰地方との交

流も頻繁に行われていたことが予想される。また，牛乗遺跡，境ケ谷遺跡，大成遺跡か
てつさい ふいごはぐち

らは，鉄津や輪羽口が出土しており，鉄生産が考えられる。

古墳の分布域は，西城川，本村川，国兼川流域の丘陵上を中心に広がっている。西城

川流域は,掛田町旧寺第,号古萱)上原町甲山古賀小用町矢崎古賀広政第2号古墳な
ど県内でも最も前方後円墳が密集する地域である｡本村川流域は,本村町月貞寺古墳盤

（18）

峰田町発展古墳群などがあり， 円墳がグループを構成する。古墳時代終末期になると，本

村町国重第1号古墳?大原第4号古墳,高町篠津原第3号古墳などの小規模な円墳になる。
（20）

（21）

国兼川流域では， 田尻山古墳群，大唱山古墳群といった， 5世紀後半～6世紀前半の時期

に築かれた古墳群がみられる。
（22）

古代の遺跡では，宮内町神福寺跡で白鳳期の瓦が出土し，上原町亀井尻瓦窯跡では奈良

時代の平窯が検出されている。
（23）

中近世は，平和町向城跡，高町雲井城跡・篠津原遺跡群，本郷町甲山城跡などの山内首

藤氏の居城跡（山城）や居館跡がある。他に本郷町鈴神城跡，峰田町青岳山城跡があり，

後者は，のちに山内氏の支配下になる赤川氏の居城跡である。

国営備北丘陵公園予定地内では，弥生時代から中近世までの遺跡が確認されている。弥

生時代の遺跡は，七塚町浅谷山東A地点遺跡，上原町清水1号通跡がある。古墳時代は，

集落跡の上原町岡山A地点遺跡，浅谷山東A地点遺跡，同B地点遺跡，同C地点遺跡，清

水1号遺跡，同2号遺跡，上原町北山A地点遺跡，同B地点遺跡が確認されており，近接

した丘陵上に分布している。墳墓は，上原町岡山B地点遺跡で確認されている。古墳は，

七塚町浅谷山古墳群(5基)，上原町馬立古墳群（2基)，土地森古墳群（5基)，北山古墳，

熊野清水山古墳群(3基)，渦田山南古墳群(2基)，渦田山北古墳が確認されており， いず

れも円墳で規模は径10.0～15.5m程度である。中近世の古墓は，上原町大日向古墓，浄光

寺古墓群（4基）があり， いずれも円形で，規模は径4.0～7.5mである。
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第 1 図周辺過跡分布図 (1 :50,000,枠内は公園予定地）

1．浅谷山東A地点適跡 2．浅谷山東B地点遺跡 3．洩谷山東C地点週跡

4.岡山A地点遡跡 5.岡l1｣B地点適跡 6.清水1号遺跡 7.滴水2号遡跡

8.浅谷山古墳群 9.馬立古墳群 10.浄光寺古墓群 11.土地森古噴群

12.北111古墳 13.北山A地点遺跡 14.北山B地点遡跡 15.熊野淌水山古墳群

16.渦田山南古噴群 17.渦田山北古墳 18.大日向古墓 19.熊野辿跡

20.大唱山古墳群 21.田尻山古墳群 22.狐塚古墳群 23.大原北古噛群

24.甲山古墳 25.亀井尻瓦窯跡 26.大成週跡 27.旧寺古埴群

28.御神田山過跡 29.須久母塚古墳 30.瓢山古境群 31.永宗通跡

32.小和田過跡 33.西山遺跡 34.和田原遺跡
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（2）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『佐田谷城墓群』広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第63

集昭和62（1987）年

（3）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「和、原巡跡」広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第68集

昭和63（1988）年

（4）広島県教育委員会「大原1号遺跡」「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」 （1）昭和53

（1978）年

（5）広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「西山巡跡」「西山・小和田・永宗』昭和57

（1982）年

（6）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「隠地上組遮跡」昭和59（1984）年

（7）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『戸の丸山製鉄巡跡｣広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第

62集昭和62（1987）年

（8）広島県教育委員会「田尻山古墳群」「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 （1）昭和53

（1978）年

（9）広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「永宗遺跡」「西山・小和田・永宗」昭和57

（1982）年

(10)大成遡跡調査団『庄原市大成遺跡の発掘調査」昭和61 (1986)年

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「大成遡跡」広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第82集

平成元(1989)年

(11)潮見浩「広島県庄原市鍬寄過跡の調査」「私たちの考古学」 17昭和33(1958)年

(12)広島県教育委員会｢牛乗遺跡｣｢中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告｣(1)昭和53(1978)年

(13)広島県教育委員会・財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『境ケ谷遺跡群』昭和58(1983)年

(14)広島大学文学部考古学研究室『広島県庄原市掛田町旧寺古墳群測量報告」昭和58(1983)年

(15)田又仁美･吉本由起「庄原市甲山古墳測量実習，無事?!終了」｢続卜レンチ」第4巻第1号昭和55(1980)

年

(16)高橋彰子「庄原市矢崎古墳測量実習報告」「続卜レンチ』第6巻第4号昭和61 (1986)年

(17)広島県教育委員会「月貞寺古墳群」『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」 (1)昭和53

（1978）年
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第3図遺跡周辺地形図( 1 :5,000)
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(18)広島県教育委員会「発展古墳群」「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 (1)昭和53

(1978)年

(19)広島県教育委員会「国重第1号古墳」「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告』 (1)昭和53

（1978）年

(20）広島県教育委員会「篠津原遺跡群」『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」 (1)昭和53

（1978）年

(21)広島県教育委員会「大唱山古噴群」「中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告」 (1)昭和53

（1978）年

(22）潮見浩・櫟博自「広胤県岻井尻瓦窯趾の発掘調査」「1965年広島史学研究大会プログラム』昭¥II40

（1965）年

(23）庄原市文化llｲ保謹委員会「山内首藤氏の支城・雲井城について」「要害山・篠津原過跡調査報告苫」 IIII¥ll53

(1978）年

表新たに確認した国営仙北丘陵公園予定地内適跡地名表

※平成2年3月31日現在

－9－

番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 内容 面積

1 洩谷山東A地点迩跡 庄原市七塚町 弥生～古墳時代 集落跡 約10,600㎡

2 浅谷山東B地点遺跡 庄原市七塚町 古墳時代 集落跡 約2,500nf

3 浅谷111XC地点遺跡 庄原市七塚町 古墳時代 集落跡 約 700㎡

4 岡山A地点没跡 庄原市上原町 古埴時代 集落跡 約16,000nf

5 岡山B地点遺跡 庄原市上原町 古墳時代 墳墓 約1,600IIf

6 清水1号遺跡 庄原市上原町 弥生～古墳時代 集落跡 約4,500nf

7 清水2号遺跡 庄原市上原町 古墳時代 集落跡 約3,000㎡

8 北山A地点遺跡 庄原市上原町 古墳時代 集落跡 約1,500nf

9 北山B地点遺跡 庄原市上原町 古墳時代 集落跡 約1,500㎡



第Ⅲ章 調査の概要

本遺跡は, JR芸備線七塚駅の南東約800mに位置する，標高約280mの低丘陵上にあ

り，丘陵頂部から東西斜面にかけて立地する。周辺の谷水田との比高差は20mである。

今回の調査で検出した遺構は，弥生時代後期の竪穴住居跡2軒(SB1 ．2)・掘立柱建

物跡5棟(SB3～7)である。

SB1は，平面形が円形で，規模は径約5.6m,北東側には方形突出部を持つ。また，

同一の炉と床面を使用して2回の建て替えが行われている。柱穴の総数は8個で， 4本柱

から6本柱構造の竪穴住居跡に建て替えられたと思われる。 SB2は，平面形が円形で径

約6.4mの規模を持つ。柱穴は9個で比較的大きな竪穴住居跡である｡ SB3～7は, 1"

×1間(SB3．5～7)と2間×1間(SB4)の規模の掘立柱建物跡である。いずれの掘

立柱建物跡も，南東から北西に向かう同一斜面の傾斜変換線上にある。遺物は，主に竪穴

住居跡から出土したが， その多くは流れ込みと考えられる。その内訳は，弥生土器（壷・

蜜・鉢)，土師器（壺・喪)，須恵器，鉄器（刀子）である。
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第Ⅳ章 遺構と遺物

1． 竪穴住居跡

SB1 (第6図・図版3．4)

SB1は，調査区の南東隅に位置し，北へl1mのところにSB2がある。竪穴住居跡

の平面形は円形で，規模は径約5.6m,床面積24.6㎡（復元推定）で，北東側には一辺約

2mで深さ13cmの方形突出部がある。壁高は北側で30cm,南側は14cmである。溝は壁際

に全周するものと， より内側に同心円状に巡る2本の計3本が認められる。床面中央には，

65×70cm,深さ38cmの規模を持つ長方形で比較的大型の炉跡がある。炉跡の断面は「U」

字形で， その覆土中からは少量であるが炭化物を検出しており，底面からは熱を受けた痕

跡がある赤褐色の礫が出土している。炉壁は非常に固く締まっている。柱穴は8個(P1~

8）検出した。柱穴の規模は径30～40cm,深さ40～60cmである。以上のように，壁溝や

柱穴の状況から, SB1は同一の炉と床面を使用して2回の建て替えを行った竪穴住居跡

と考えられる（内側から順に, SBla, SBlb, SB1cとする)。

SBlaは，平面形が円形で，径4.2m,床面積13.9㎡（復元推定）の規模であったと

考えられる。壁は建て替えのため残存していないが，壁溝は最大幅16cm,深さ6cmであ

る。床面は平坦面を造りだした後に固く踏み締めている。床面の中央には， 65×70cm,

深さ38cmの大型の炉跡がある。柱穴から4本柱(P1．2．7･8)が考えられる。柱間の距

離はP1-2が2.2m, P2-7が2.65m, P7-8が2.4m, P8-1が2.35mである。また，

北西側のP1.2と北東側のP7は壁溝との間隔が狭く, P2からP7までの間隔がやや広くな

ることや, P8がやや内側に位置するようにみられる。

SBlbは，平面形が円形で，径4.6m,床面積16.6㎡（復元推定）の規模であったと考

えられる。壁は建て替えのため残存していないが，最大幅15cm,深さ6cmの壁溝が全周し

ており，北東側はSBIcの壁溝に一部切られている。床面はSBlaの床より径が約

40cmほど広く，炉跡については再利用が行われているかどうかは明確でない。柱穴から4

本柱(P1･2．7．8かP1．2．5･7)または6本柱(P1～6)と考えられる。柱間の距離は

4本柱の場合SBlaと同一かP7-5が2.7m, P5-1が2.9mである。柱穴が6本柱の場

合P4-5が2.0m, P5-6, P6-1が1.8mである。P2は径10cmほど掘り方が広く, P5

は, SBlaの壁溝を切っている。また, P4はやや南東よりに位置している。概して，

SBlbはSBlaを北東から北西は20～30cm,南東から南西にかけては40～50cm拡張

するとも思われたが, SB1aとの先後関係は判然とし難い。

－12－
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第7図 SB1出土土器実測図(1 : 3)

SBlcは，規模が径約5.6mの円形で，床面積24.6㎡（復元推定）である。北東側には

一辺約2mで深さ13cmの方形突出部がある。壁溝は最大幅40cm,深さ15cmの幅広のもの

が全周している。床面はSBlbの床を北東から北西にかけては30～40cm,南東から南

西は40～60cmほど広げており，炉跡もこの時期に若干南東よりに拡張しているのではな

いかと考えられる。柱穴は6本(P1～6)と考えられ, 6本柱構造の竪穴住居跡が想定でき

る。また，方形突出部についてはSBlcを拡張する際に，入り口か物置のような用途を

もつ付属施設として併設し，使用していたと考えられる。以上のように，本竪穴住居跡

は， 2回の建て替えにより概して南西方向に向けて拡張していることがわかる。

本竪穴住居跡の覆土は，黒褐色土～明黄灰褐色土の堆積が見られる。遺物は住居跡内か

ら弥生時代後期の土器を中心として多量に出土したが，覆土上層には古墳時代の遺物が若

干含まれることから，流入したものがあると考えられる。

出土遺物は，弥生土器（壺・甕・鉢)，土師器（壺・蜜・高杯)，須恵器などがあるが，

いずれも細片のため器形などは明確でない。

本竪穴住居跡の時期は，床面に散在するような状況で多量に出土した土器などから弥生

時代後期前葉と考えられる。

遺物

弥生土器（第7図，図版8）

－14－



甕（1～5） 2は口径16.4cm, 3は口径17.6cmであるo l～5ともに頚部は「く」字状に

屈曲し， 口縁部を上下に拡張させ端部を丸くおさめる。 l～3は口縁部に凹線文を施して

おり，胴部上半には櫛歯状工具による斜行刺突文を施す。5は口径18.4cm,胴部最大径

20.4cm,底径5.0cm,推定器高21.lcmで，最大径を胴部上半に持ちやや肩の張る倒卵形を

呈する。器面調整は， 2．3は胴部内面にへう削りを施し， 4は内面がへラ削りで外面が横

ナデで， 5は胴部内面上半は横位のへラ削りを施し，底部はやや縦方向のへラ削りを施

す。色調は淡黄褐色～黒灰褐色で，胎土は2nm程度の砂粒を含む。焼成は良好である。

SB2 (第8図，図版5)

SB2は，調査区の北東部に位置する。竪穴住居跡の平面形は円形で，規模は径約6.

4m,床面積32.2㎡（復元推定）である。壁高は，東側で20cm,西側は24cmである。壁溝

は，壁際に幅15～34cm,深さ3～8cmで断面が｢U｣字形をした溝が全周していたと思われ

る。床面は地山を垂直に掘り込んで平坦面を造りだし，床は固く踏み締めている。炉跡は

床面ほぼ中央にあり， 60×40cm,深さ8.0cmと比較的小形である。柱穴は9本(P1～9)

で，柱間の距離は1～2mの間隔である。柱穴の規模は径20～30cm,深さ40～60cmであ

る。本竪穴住居跡の覆土は，黒褐色土～明黄褐色土の堆積が見られる。遺物には弥隼十器

(壷・饗・鉢)，土師器（壷・甕)，鉄器（刀子）がある。床面直上の出土遺物(9, 10)か

ら考えて，本竪穴住居跡の時期は弥生時代後期中葉と考えられる。

遺物

弥生土器（第9図図版8）

甕（6～10） 6は口径14cm, 7は口径16.2cm, 8は口径26cmである。6～8ともに頚部

は「く」字状につよく屈曲し， 口縁部を上下に拡張させ端部を丸くおさめる。口縁部に凹

線文を施し，胴部上半には，櫛歯状工具による斜行刺突文を施すo6は刺突文の直下に沈

線を施している。器面調整は， 口縁部が内外面ともに横ナデ，胴部内面にはへう削りを施

す。色調はいずれも黒褐色で，胎土は2mm程度の砂粒を含む。焼成は良好である｡9は口

径15.6cm, 10は口径15.9cmである。9．10共に頚部は「く」字状に屈曲し、複合口縁で端

部を丸くおさめている。口縁部には擬凹線文を施す。器面調整は内外面ともに横ナデ，胴

部内面にへう削りを施す。色調はいずれも黄褐色で，胎土は2m程度の砂粒を含む。焼成

は良好である。

鉢（11） 11は口縁部の小片である。口縁部をほぼ直立させ，端部は若干肥厚し端面は

やや凹む。器面調整は内外面ともに横ナデを施す。色調は黒褐色で，胎土は2mm程度の砂

粒を含む。焼成は良好である。
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鉄器（第10図，図版8）

二餌二 刀子（12～14） 12は刀身で，刀身先端部と茎尻側を

↑2 欠失する。現存長3cm,刀身幅1.lcm,茎部幅0.9cm,

厚さ0.2cmである。刀身断面はほぼ三角形を呈する。
＞

13は刃部先端と茎尻側を欠失する。現存長5.0cm,刃

↑3 部幅1.6cm,茎部幅1.6cm,刃部厚さ0.2cm,茎部厚さ0．

-3cmである。断面形は刃部はほぼ三角形で，茎部はほぼ

露顕

こう蝋篁鰹對鶏蒜蝋詞蝋
’4 先端と茎尻側を欠失する。現存長4.0cm,茎部幅1.8cm,

0 5cm 茎部厚さ0.2cmである。茎部の断面形はほぼ長方形を呈
上－－－一

する。茎部には木質が残存する。

第10図 SB2出土鉄器 2.掘立柱建物跡
実測図( l : 2)

SB3 (第12図，図版6－①）

SB3は，調査区の中央やや南西寄りに位置する。

南東へ14mの所にSBlがある。掘立柱建物跡の規模はl間×1間の小規模なものである。

平面形は長方形で桁行の方位はN70｡Wを指す。柱間の距離はP3-4が2.8m, P2-3が

7mである。柱穴の規模は径30～37cm,深さ10～30cmである。覆土は暗黒褐色粘質土
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である。遺物は弥生土器の細片が出土した。詳細な時期は不明である。

SB4 (第12図，図版6－②）

SB4は，調査区の北西寄りに位置する。掘立柱建物跡の規模は2間×1間とやや大形

のものである。平面形は長方形で，桁行の方位はN45｡Wを指す。柱間の距離はP4-5

が1.7m, P5-6が2.3mとP5-6間が広くなる｡P3-4は1.9mである。柱穴の規模は径

25～45cm,深さ7～25cmである。覆土は暗黒褐色粘質土である。遺物は弥生土器･須恵器

の細片が出土した。詳細な時期は出土遺物が少ないため不明である。

遺物

須恵器（第11図，図版8）

甕(15) P1の覆土中から出土した。喪の胴部と考えられ，内面に青海波文，外面に平

行タタキを施しこれを磨り消している。

SB5 (第12図図版6－②）

SB5は，調査区の北西寄りに位置する｡ SB4とSB6の中間で斜面のやや高位にあ

る。掘立柱建物跡の規模は1間×1間で他の掘立柱建物跡と比較すると小規模なものであ

る。平面形はほぼ正方形で，桁行の方位はN50｡Wを指す。柱間の距離はP3-4が2.3m,

P2-3が1.8mである。柱穴の規模は径30～40cm,深さ15～22cmである。覆土は暗黒褐

色粘質土である。詳細な時期は不明である。

SB6 (第12図，図版6－②）

SB6は，調査区の北西側に位置する。掘立柱建物跡の規模は1間×1間の小規模なも

のである。桁行の方位はN43｡Wを指す。柱間の距離はP1-2が2.9m,P1-3がl.7mで

ある。柱穴の規模は径32～35cm,深さ10～20cmである。覆土は暗黒褐色粘質土である。

詳細な時期は不明である。

SB7 (第12図，図版7－①）

SB7は，調査区の北西隅に位置する。掘立

柱建物跡は1間×1間の小規模なものである。

平面形は長方形で，桁行の方位はN40｡Wを指

す。柱間の距離は, P3-4が2.8m, P2-3が

L9mである。柱穴の規模は径19～20cm,深さ

14～21cmである。覆土は暗黒褐色粘質土であ

る。適物は弥生土器の細片が出土している。詳

細な時期は不明である。

l I

I j

ノヴ
ノ f 15

O 10cm

－－

第1 1図 SB4Pl出土土器拓影

( 1 : 3)
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第V章 おわりに

今回の浅谷山東A地点遺跡の調査では，前章までに述べたとおり遺構は弥生時代後期の

竪穴住居跡，時期不明の掘立柱建物跡を検出した。遺物は弥生土器，土師器，須恵器

鉄器が出土している。これらの資料を検討しまとめとする。

遺物について

本遺跡から出土した遺物は，弥生土器（壷・喪･鉢)，土師器（壷・喪･高杯)，須恵器，

鉄器（刀子）などである。弥生土器を中心に土師器須恵器が若干見られる。土師器，須

恵器に関しては細片で器形を窺えるものがなく，遺構内に流れ込んだものと考えられる。

次に，竪穴住居跡出土の弥生土器の特徴をあげていくと, SBl出土の蜜は，胴部最大

径を中央に持つものと上半にありやや肩の張るものの2つに分かれる。頚部は「く」字状

に屈曲し， 口縁部を上下に拡張させ， 3～4本の凹線文を持ち，胴部上半には櫛歯状工具

による刺突文を施す。内面は，頚部直下までへラ削りを施す。また， 口縁部に凹線文を施
（1）

していないものがある。前者は，庄原市内の新庄町西山遺跡2号住居跡や山内町田尻山第
（2）

1号方形墓から出土した弥生土器に類似すると思われるが，西山遺跡2号住居跡(弥生時代

後期初頭）の州十圭器は凹線文の隆盛期のものと考えられており，田尻山第1号方形墓や
（3）

高町佐田谷墳墓群とSB1出土の土器は若干，凹線文の退化が見られることから西山適跡

の出土土器より後出すると考えられ， その時期は弥生時代後期前葉頃に位置付けられる。

SB2の床面出土の喪は，複合口縁の口縁部外面に数条の擬凹線文を施し，内面の頚部
（4）

直下までへラ削りを施す。この土器と類似するものは七塚町大唱山古墳群出土土器（弥生

時代後期中葉）があり，複合口縁に櫛歯状工具により凹線を施すことからSB2との時期

差はなく，弥生時代後期中葉頃に位置付けられる。

遺構について

今回の調査で検出した遺構は，弥生時代後期の竪穴住居跡2軒(SBl ．2),時期不明

の掘立柱建物跡5棟(SB3～7)である。

SB1は，同一の炉と床面を使用して2回の建て替えが行われている｡ SBlaは，径4.

2mで, 4本柱(Pl．2．7･8)の竪穴住居跡が考えられるが，西・北・東の柱穴(P1 ･

2．7）は壁溝際にあり，壁溝との間隔が狭い。一方，径がやや小さい南側のP8は壁溝との

間隔が広くなり，若干内側に寄っていることが指摘できる。このことから, Pl.2.7は掘

り方を広げた可能性があり, SBlb･SBlcにおける再利用が想定できる｡ SBlbは，

径4.6mで4本柱(P1．2．7．8かP1．2．5･7)または6本柱(P1～6)と考えられる。

－19－



また, P5はSBlaの壁溝を切っており, SBlbの壁溝は北東側で, SBlcの壁溝に

切られている。 SBlaに比べて北東側から北西側は幅20～30cm,南東側から南西側にか

けては幅40～50cmの拡張が見られる。 SBlcの平面規模は径約6mで，北東側には一辺

約2mで深さ13cmの方形突出部がある。 SBlbの床を幅30～60cmほど広げており，炉跡

も若干南東よりに拡張するo6本柱(Pl～6)と考えられる。以上のことから本竪穴住居跡

の新旧関係を考えると, SBla･SBlbの先後関係は判然としないがSBlaの方が古く，

さらにSBlcが一番新しい時期に位置付けられる。これらの竪穴住居跡の時期は出土遺

物から弥生時代後期前葉頃と考えられる。

SB2の平面形は円形である。径約6.4mで中央には小型の炉跡がある。本竪穴住居跡は

SB1よりもやや大型の9本柱構造のものである。床面から出土した弥雄十器がSBlのも

のより若干新しく，弥生時代後期中葉頃の時期と考えられる。

掘立柱建物跡(SB3～7)は，調査区の北西寄りの傾斜変換線上に立地する。平面形は

いずれの建物跡も長方形を呈し, SB4は2間×l間, SB3．5･7はl間×1間である。

SB6は，柱穴の掘り込みが浅いためか柱穴を1個だけ確認することができなかったが，

1間×l間の掘立柱建物跡が想定できる。また， いずれの掘立柱建物跡も覆土中からの出

土遺物は少なく詳細な時期は決め難いが，遺構の性格としては作業小屋か物置などの施設

を考えておきたい。また，覆土から弥生土器の他に土師器や須恵器が出土していることか

ら東西に広がる斜面上には古墳時代の集落跡も存在する可能性が充分に考えられる。
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図版2

①調査区全景（東から）

②同 上（南東から）
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図版4

①SB1遺物出土状況（北東から）

②同調査後（東から）
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図版6

①SB3調査後（南から）

②SB4～6調査後（南西から）



図版7

①SB7調査後（南西から）

織迫

②SB3～7作業風景（南東から）
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